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課題名

試験研

究年次

Ｉ目的

8６ 常緑果樹の品種選抜

分類 ②

２）海外から導入した早生系カンキツの特性

55年～（継続）

海外より導入された早生系のカンキツについて、 特性並びに県内における適応性

を検討し、自由化対策としての優良品種を選抜する。

Ⅱ試験方法

１供試品種ｶﾗﾀﾁ台8年Ⅲ生ｸﾚﾒﾝﾃｲﾝ、ﾌｪｱﾁﾔｲﾙﾄ
色●

、 ﾉハ
Ｏｂ

、 ﾘー 、ヘ・イシ 、 NCＯ

２試験場所園芸研究所果樹21号圃場

３土製管理草生、樹冠下しきわら

４施肥量窒素30.5、りん酸21.5、カリ24.5ｋｇ/10ａ

５１区1樹3反復

Ⅲ主要成果の概要．

ｌ樹性：樹容讃は、ヘ・イシ 、 ﾘｰが大きいが、葉数が少なく樹勢も弱い。ノバ･は樹容

積は小さいが、葉数も多く充実した葉が密に着生して、樹勢がもっとも

強い。

２結実：ｸﾚﾒﾝﾃｲﾝは着花数が毎年少なく、ＭCOは隔年結果の傾向があるが、その他

の品種は毎年着花量が安定している。しかし、リー､ヘ・イシ"は奇形花が多く

結実率が低い。

３果実：いずれの品種も果実は温州ﾐｶﾝ程度の大きさであるが､ﾉﾊ゙ ･とMCOは他の品

種に比べて大きい。いずれの品種も果皮色は濃橿色から紅色である。

糖度や可溶性固形物含堂はいずれの品種も11度以上で高く、クエン酸はう

ｴｱﾁﾔｲﾙﾄ=を除くいずれの品種も１２月中に１．０％以下になり、年内に成熟す

る。いずれの品種も種子が多く含まれるが、特にﾌｴｱﾁﾔｲﾙ卜
守｡

に多く、ヘ・イ

ｼｰとNCOは比較的少ない。

４収重：収量はNCOとノハ､、が多く、次いでﾌｴｱﾁﾔｲﾙﾄー が多い。

５耐病性：かいよう病の発生は少ない。

以上のことから、年内に収穫できる品種としては、ＮCO、ﾌｪｱﾁﾔｲﾙﾄ､､が果実の

品質変動が少なく毎年安定した高品質果実が生産できる。

－１９６－
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Ｖ成果の評価と取扱上の留意点

１ いずれの品種も年内に採収できる早生系の高品質なカンキツで、 県内カンキツ

産地に適応でき、 今後の自由化対策品種選択の資料として利用できる。

Ⅵ今後の研究上の問題点

１樹勢維持、結黍実安定法

２無核果生産技術の確立

Ⅶ資料名

63～元年度福岡県農業総合試験場果樹関係試験成績書

－１９７－


